
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜問題作成の意図＞ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

 
 

授業改善の 

ポイント 
 

計算の答えの予想させ、順序よく考えさせる 

 答えの予想をさせ，分数
の大きさのイメージをつか
ませる。そして，それが確
かか，順序よく考えていく。 

 「答えを大きく」という言葉から，単純に「大きな
数字を使えばいい」と考えてしまう子どもがいるの
で，分数の大きさのイメージをもたせることが大切で
す。具体物を扱ったり，操作活動を行ったりして，実
感の伴う理解を心がけましょう。 
授業では，「きっと～なりそうだ」という予想をも

たせます。そして，予想を確かめるために，「だって
～だから」という根拠をもって説明することへとつな
げていきます。順を追って考え，それを確かめていく
態度を育てましょう。 

ちょっと変だよ。
５

７
 を小数

にすると 0.7…。仮分数にすれ

ばもっと大きな数ができるは

ずだ。 

 

どんな数字なら大きな分数がつ

くれるか，大きさを予想して考えま

しょう。 

大きな数にするんだから，大きな数字

の７と５と４と３を使えばいいんじゃな

い？
５

７
 と

３

４
 はどうかな？ 

答えを一番大きくしよう 

２ ３ ４ ５ ７ 

□

□
 ＋ 

□

□
  

異分母分数の加法と減法では，計算の仕方の指導に

目が向きがちです。単純な計算問題はもちろん、分数

の仕組みを理解し，分数の相等や大小のイメージを掴

んだ上で計算ができるかを見るための問題を作成しま

した。 

分数を整数や小数に直したり，簡単な図にしたりして大きさ

の予想を考えてみることが大事ですね。 

 

校内研修の手引き 

「分数のたし算とひき算」 

第５学年 

算 数 

真分数
５

７
 なら  仮分数の

７

５
 なら  

 

 

 

だから、仮分数＋仮分数が大きくなるね。 

               



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

分数の仕組やきまりを理解させるため、問題の条件を増やす 

最初の問題に，数を限定するな
ど新しい条件を加え，きまりや方
法などを確認させる。 

分子の数に条件が付くため問題の難易度が上が
ります。「分数のたし算の答えを大きくするには，
分母を小さい数に，分子を大きい数にする」という
きまりを改めて確認し，条件に従って考えさせまし
ょう。 
数を別の数にする，数を増やしたり限定したりす

る，式や答えに条件を付けるなど，最初の問題に新
たに条件を加えていく発展的な展開によって，きま
りや方法がしっかり理解されます。 

ということは，分母に小さい数の２と３，分子に大きい数の

７と５を使えばいい。
７

２
 と

５

３
 が答えが一番大きくなりそうね。 

 
 

大きい分数を作るんだから，分母を小さい数字にして，

分子を大きな数字にすれば、分数は大きくなります。 

「分子に３を必ず使う」「分母が２と４で，分子が３と７」だっ

たら，
３

４
 と 

７

２
 の組み合わせもできるよ。計算してみよう。 

 
 

ということは，
３

２
 ＋ 

７

４
 かな。 

分母に３を使ったら，３を２回使うことになるからだめだよ。 

分母は，３を抜かした小さい数の，２と４だと思う。 

最初と同じように考えれば，「分母を小

さい数字にして，分子を大きな数字にす

る」だな。だから，分母は２か３で，分子

は３と７だ。 
 

答えを一番大きくしよう 

【条件】分子に３を必ず使うこと。 

２ ３ ４ ５ ７ 

３

□
 ＋ 

□

□
  

 「分子に３を必ず使う」という条件があっても，やっぱり

「分数のたし算の答えを大きくするには，分母を小さい数に，

分子を大きい数にする」というきまりが使えるんだね。 
 



＜第６学年調査問題＞ 

 

 

 

 

 

 

 ＜問題作成の意図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                          500円引き 

                                    
                     2400円               ☐円 

                                   20％引き 

                                                    

                            2400円                ☐円 

 

 

 

                                                     

                                     

                                     

 

                                 

 

 

まず，20％分の値段を計算して，定価

からその値段を引けば代金が分かるね。 

問われていることを

明らかにするため，線分

図や関係を表す図に表

現させる。 

問題場面を図に表現させ，関係をとらえさせる 

問題場面を線分図やテープ図などで表現することで，

視覚的に量感をとらえやすくなります。また，数量の関

係が明確になることで，解決への見通し・方針が立てや

すくなります。問題から分かることを的確に図に表現で

きるようにしましょう。 

 図に書き込む数

字には，単位も付け

ると分かりやすい

ね。 

 割合では，答えの導き方を公式のように覚

えていても，式の意味を理解できていないこ

とが多くあります。式を構成する一つ一つの

数字の意味を理解しているのかを見ること

ができるように問題を作成しました。 

定価 代金 

定価は，2400円だよ。 

500円と20％を比べるんだね。 

代 金 □円 500円 

問題場面を図に表してみましょ

 

定価 代金 

どちらが安いのかな。 

2400円 
500円引くから… 

20％引きだと… 

校内研修の手引き 

授業改善のポイント 

第５学年 

算 数 
「割合」 

代 金 □円 △円 



図に表すと，1目盛りは10％になります。定価の20％分が500円

だから，10％分は250円です。 

（500÷２＝250）  

定価は100％分です。100％は10％の10倍だから，定価は2500円

になります。（250×10＝2500） 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

                               定価☐円 

             

代金        20％ 

                                              

                  500円 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

答えを導いた式と

図を関連付け，なぜそ

う考えたのかを説明

させる。 

量と割合の関係を根拠を明らかにして説明させる 

問題場面を表した線分図や関係図を示しながら，式の意

味を説明させることで，論理的な思考力も育ちます。式を

立て，計算するだけではなく，式や求めた答えが何を意味

しているのかを考えさせます。「～だから」「…とすると」

など論理的な言葉を使いながら，根拠を明らかにして説明

する力を子どもたちに身に付けさせていきましょう。 

自分の言葉で説明できない場合は，友達の説明を繰

り返させたり，学級全体で一つのやり方を説明したり

することで，しだいに自分の考えをその型に当てはめ

ながら表現できるようになります。 

自分が考えた順番を意識させ，図や

式と対応させながら説明しましょう。 

Ａさんと同じように考えました。

100％は20％の５倍だから，500円の５

倍で2500円になります。 

図 

 ☐の値が出たら，図に当ては

めてみることが大切です。正し

い答えを導き出すことができた

か確認してみましょう。 

言葉 式 
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